
建
造
物
・
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品
・

書
跡
・
典
籍
・
古
文
書
・
考
古
資
料

と
い
っ
た
有
形
の
人
間
が
作
り
出
し

た
も
の
で
す
。
建
造
物
と
そ
れ
以
外

の
美
術
工
芸
品
に
大
別
さ
れ
て
い
ま

す
。 

演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
な
ど
無
形
の
人
間
の
「
わ
ざ
」
。

こ
の
「
わ
ざ
」
を
体
得
し
た
個
人
や
団
体
に
よ
っ
て
具
体

的
な
形
と
な
っ
て
私
た
ち
の
目
に
見
え
て
き
ま
す
。 
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や
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ち
の
目
に
見
え
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き
ま
す
。 



衣
食
住
・
生
業
・
信
仰
・
年
中
行

事
に
関
す
る
風
俗
や
習
慣
、
民
俗
芸

能
、
民
俗
技
術
な
ど
無
形
の
も
の
と
、

こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
・
器
具
・

家
屋
な
ど
有
形
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

古
墳
・
城
跡
・
集
落
跡
・
窯
跡
な

ど
の
遺
跡
、
庭
園
・
橋
梁
・
峡
谷
・

海
浜
・
山
岳
な
ど
の
名
勝
地
、
動
物
・

植
物
・
地
質
鉱
物
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物

に
区
分
し
て
い
ま
す
。 

地
域
社
会
に
お
け
る
人
々
の
生
活
や
生
業
、
そ
の
土
地
の

風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
す
。
平
成
17
年
4
月
1

日
の
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
新
し

い
文
化
財
の
概
念
で
、
具
体
的
に
は
棚
田
の
風
景
が
あ
り
ま

す
。 周

囲
の
景
観
と
一
体
と
な
り
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い

る
伝
統
的
な
建
造
物
群
で
す
。
こ
の
近
辺
で
は
恵
那
市
岩
村

町
本
通
り
、
南
木
曾
町
妻
籠
宿
が
該
当
し
ま
す
。 そのほか、土地に埋蔵された文化財（埋蔵文化財）

や、文化財の保存・修復に必要な伝統的な技術や技法
（文化財の保存技術）も保護の対象となっています。 

な
り
わ
い 



国
は
、
文
化
財
の
う
ち
特
に
価
値
の
高
い
も

の
を
重
要
文
化
財
や
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
な

ど
に
指
定
ま
た
は
登
録
す
る
こ
と
で
、
重
点
的

に
保
護
し
て
い
ま
す
。
 

文
化
財
に
「
指
定
」
さ
れ
る
と
、
そ
の
価
値

を
損
な
う
行
為
が
強
く
制
限
さ
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
土
岐
市
に
あ
る
国
指
定
史
跡
「
乙
塚
古
墳

附
段
尻
巻
古
墳
」
の
発
掘
調
査
を
計
画
し
た
場

合
、
事
前
に
そ
の
目
的
と
具
体
的
な
内
容
を
記

し
た
「
現
状
変
更
許
可
申
請
書
」
を
国
（
文
化

庁
）
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
古
墳
の
造
ら
れ
方
を
調

べ
よ
う
と
墳
丘
の
大
半
を
削
っ
た
り
、
石
室
を

解
体
し
よ
う
と
す
る
計
画
を
提
出
し
て
も
許
可

は
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
文
化
財
の
「
登
録
」
は
、
指
定
と
比
較

す
る
と
、
緩
や
か
な
保
護
措
置
（
届
け
出
制
と

指
導
・
助
言
な
ど
を
基
本
と
す
る
規
制
）
が
取

ら
れ
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
岐
阜
県
や
土
岐
市
で
も
文
化
財

保
護
条
例
を
制
定
し
て
お
り
、
地
域
で
価
値
の

高
い
文
化
財
を
選
択
し
指
定
す
る
こ
と
で
、
そ

の
保
存
を
県
（
市
）
民
に
義
務
付
け
て
保
護
を

図
っ
て
い
ま
す
。
 

埋
蔵
文
化
財
は
、
地
下
に
埋
没
し
て
い
る
た

め
、
発
掘
し
な
け
れ
ば
そ
の
価
値
を
評
価
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ほ
か
の
文
化
財
と
は
異

な
っ
た
保
護
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。
埋
蔵
文
化

財
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
土
地
を
「
周
知
の

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と
い
い
ま
す
。
文
化
財

保
護
法
で
は
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に

お
い
て
、
土
木
工
事
な
ど
の
開
発
事
業
を
行
う

場
合
に
は
事
前
の
届
け
出
を
、
ま
た
新
た
に
遺

跡
を
発
見
し
た
場
合
に
も
届
け
出
を
都
道
府
県

（
政
令
指
定
都
市
）
の
教
育
委
員
会
に
行
う
よ

う
定
め
て
い
ま
す
。
土
木
工
事
な
ど
の
開
発
事

業
の
届
け
出
が
あ
っ
た
場
合
、
都
道
府
県
（
政

令
指
定
都
市
）
の
教
育
委
員
会
が
、
そ
の
取
り

扱
い
方
法
を
決
め
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
う
し
て

も
遺
跡
を
現
状
の
ま
ま
保
存
で
き
な
い
場
合
に

は
、
事
前
に
発
掘
調
査
を
行
っ
て
遺
跡
の
記
録

を
残
す
こ
と
で
、
保
存
の
代
替
措
置
と
し
ま
す
。
 

 長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
先
人
達
が
残
し

て
く
れ
た
文
化
財
。
今
度
は
私
た
ち
の
手
で
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
 

詳しくは､文化振興課（内線556）へどうぞ。 

 


